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気付こう！ 身近にある「ダイバーシティ」と
あなたの中の「アンコンシャス・バイアス」

７月13日、ダイバーシティ推進センター「ぽらりす」より講師をお招きし、人権教室を開催
しました。対象は1･２･３年生です。
「さて、あなたは誰と一緒に無

人島に行きますか？」講師の問い
かけに、「強そうだからクマ」「泳
げるからカメ」「飛べるからコトリ」
等とそれぞれに応じていました。
次の「太郎君を探せ！」には、

髪の長さ、ランドセルや服の色等
が異なる８人の中から、自分の思
う「太郎君」を選択しました。
続いて「何が見えますか？」の

クイズに挑戦すると、視点を変え
たり向きを変えたりすると、違っ
た絵が見えることに気付き驚いて
いました。
最後に、もう一度「さて、あな

たは誰と一緒に無人島に行きます
か？」と問われると、「カメは遅い
と思ったけど、泳ぐのが上手だか
ら一緒に行く」や「コトリは弱い
と思ったけど、上から道を教えて
くれそうだから連れて行く」等と
考えが変わった人が大勢いました。
講師は「全部正解です。みんなが考えたことはどれも正解なんです。」とおっしゃいました。
感想発表では、次のような言葉が聞かれました。一部を紹介します。

・みんな（それぞれに）ちがうと思った。
・動物にプラスとマイナスがあったように、人間にもプラス
とマイナスがあると思う。

・見方を変えると違って見えることがわかった。
・男の子も女の子も関係なく、好きな色や髪型はいろいろだ
と思った。

・みんなと仲良くしたい。
・いじめをしない。
・将来仕事をするようになったら、職場の人を「こんな人」
と決めつけないようにしたい。

私たち学校職員は、日々大勢の子供さんや保護者・地域の皆様
と接します。教師の一言のもつ影響力を自覚し、丁寧な対応に努
めなければなりません。

自らの人権意識を高め、互いの人権を尊
重するために、職員も研修しています。
写真は、県教委の資料をもとに、様々な

場面(外国人の働くお店・男性の保育士・白杖を
揚げた方・盲導犬を連れた方・けがをした方等)
に出逢ったとき、どのように感じてどう行
動するのか、グループワークの場面です。

「子供が考え 子供が動く」チャンスをつくりチャレンジを見守る

輝 き

自分自身の人権感覚を磨く


